
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

埼玉県　熊谷市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Bd1 非設置 196,829 159.82 1,231.57 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

- 69.07 45.24 64.92 2,042 88,774 18.36 4,835.19 【】

経営比較分析表（令和元年度決算）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

①使用料収入や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費
や支払利息等の費用をどの程度賄えているかを表す経常収支比
率は、100％を上回っており単年度収支は黒字となっている
が、経費回収率が100％を下回っていることから、一般会計か
らの繰入金に依存している状況である。
②営業収益に対する累積欠損金の状況を表す累積欠損金比率
は、0％で、累積欠損金は発生していない。
③1年以内に支払うべき債務に対して支払うことができる現金
等がどの程度あるかを表す流動比率は、100％を大きく下回
り、類似団体平均や全国平均も大きく下回っている。今後作成
予定の経営戦略の中で投資財政計画を見直し、内部留保資金の
確保に努める。
④使用料収入に対する企業債残高の割合を表す企業債残高対事
業規模比率は、類似団体平均や全国平均を大きく上回ってい
る。これは公共下水道事業が整備途中であり、企業債を発行し
ていることや使用料収入が低いことによる。今後、面整備を適
正に進めながら、料金改定についても検討する必要がある。
⑤使用料で回収すべき経費を、どの程度使用料で賄えているか
を表す経費回収率は、80.45％と100％を下回っており、使用料
改定を見据えた使用料水準の適正化について検討する必要があ
る。
⑥有収水量1㎥当たりの汚水処理に要する費用である汚水処理
原価は、類似団体平均を下回っているが、全国平均を上回って
いる。今後、費用削減のために不明水対策などを継続的に行っ
ていく必要がある。
⑦施設・設備が1日に対応可能な処理能力に対する、1日平均処
理水量の割合を表す施設利用率は、類似団体・全国平均を下
回っているが、下水道事業が整備途中であり、整備が進捗すれ
ば率は上昇する。
⑧現在処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水
処理している人口の割合を表す水洗化率は、類似団体平均を上
回っている。今後も100％の実現を目指し、接続への普及活動
を続けていく。

①有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進ん
でいるかを表す有形固定資産減価償却率は、類似団体平均、全
国平均を大きく下回っている。これは平成31年度から地方公営
企業法を適用した際、平成30年度までの償却累計額相当分を資
産価額から差し引き、資産を新たに取得したと見なして帳簿価
額を決定している影響であり、前年度末までの減価償却累計額
が無いため、低くなっている。
②法定耐用年数を超えた管渠延長の割合として管渠の老朽化度
合を表す管渠老朽化率は、類似団体平均、全国平均を上回って
いる。ストックマネジメント計画に基づき計画的に管渠の更新
工事を実施していく必要がある。
③当該年度に更新した管渠延長の割合として管渠の更新ペース
を表す管渠改善率は、類似団体を上回っているが、全国平均を
下回っている。ストックマネジメント計画に基づき計画的に管
渠の更新工事を実施していく必要がある。

 単年度収支は黒字となっているが、経常収支比率や経費回収
率などから分析すると、使用料収入の不足分を一般会計からの
繰入金で賄っている状況である。また、法適用初年度であり、
現金などの内部留保が少ない状況である。
 今後は、更なる面整備や、法定耐用年数を超えた管渠、ポン
プ場及び処理場の更新などの投資面と、それを賄う財源面を経
営戦略に基づき、適正に見込んでいく必要がある。そして健全
で安定した下水道事業の運営に努める。
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】


